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ろ、その値 は多 くの物質に関しては文献値 とほぼ一
致 したが、ア ミンや還元剤に関しては文献値を大幅
に上回った。その原因の一つがヒドロキシル ラジカ











こ こでSODLは 抗酸化物質 を表 し、そ の ヒ ドロキシ
ル ラジカル との反応 生成物 をま とめてSODL/OHと







b{α(。 ・)-x(・ ・)}b(1- .f)
cx(oo) cノ 』
この式 でbはDMPOの 初期濃度 、Cは抗酸化物 質の
初期濃度 、fはDMPO-OH信 号の減衰率 である。実
験 か ら求 め られ るb,c,fの 値 を用い て、各抗酸化物
質 の速度 定数k2を 決 定 した。その際 にメタノール を
標準物質 として、そ のk2が 文献値 に一致す る よ うに
k1の 値 を定めた。この 」を1の値 を用い て抗酸化物 質の
速度 定数 」hを求 めた。表1に そ の速度定数 を先 に求
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Table1.Rateconstantofbasicorganicsubstancesandreducingreagents
























































本実験で求められたk2の 値はフェン トン反応 を用
いて得 られたk2の 値 と比較 して、い くつかの物質に
ついては文献値 に近 づいたが、アス コル ビン酸はま
だかな りかけ離れ た大 きい値 に止 まった。また、エ
チルメチル ケ トンの値 は反対 に文献値か らか け離れ
て しまった。
